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● MODE（復調モード） 
左クリックであらわれる一覧表示の復調モードから選択できます。 
AUTOモードは、IF BAND と STEPも自動的に切り替わります。 
● IF BAND（IFバンド幅） 
左クリックであらわれる一覧表示のIFフィルタバンド幅から選択できます。 
● STEP（周波数ステップ） 
周波数ステップの数字の桁にマウスポインタを合わせて、マウスホイールを回すことで、 
その桁の数字を増減できます。 
● AF（AFゲイン） 
次の方法でボリューム値(000～255)を調整できます。 
•３桁の数字にマウスポインタを合わせて、マウスホイールを上下に回す。 
•オフセット受信モードでは、３桁の数字上で左クリックしてあらわれるAFスライダと音量
バランスを調整できます。 
● SQL（レベルスケルチ） 
次の方法でレベルスケルチ設定値(000～255)を調整できます。 
•３桁の数字にマウスポインタを合わせて、マウスホイールを上下に回す。 
•PCキーボードで [↑] [↓] 上下の矢印キーを使う。 
● RF Amp / Att（RFアンプとアッテネータ） 
左クリックであらわれる一覧表示から、次の設定を同時に変更できます。 
•RF Amp: ON または OFF 
•Att: 0 または -10 または -20dB 
•AUTO（自動的に選択） 

● 周波数 
周波数範囲： 0000.040000 MHz ～ 3150.000000 MHz（AR2300/AR5001Dのみ） 

 0000.009000 MHz ～ 6000.000000 MHz（AR6000のみ） 
次の方法で受信周波数を変更できます。 
　•周波数の数字の桁にマウスポインタを合わせてマウスホイールを回す。 

•PCキーボードで数字(小数点以下も可)と ENTER キー入力(MHz単位) 
•PCキーボードで数字と K キーを入力(kHz単位) 
•PCキーボードで[←] [→]左右の矢印キーを使う 
OFFSET(オフセット)周波数は、キーボード入力して、スペース バー(空白キー)で有効になります。 

● メイン ダイヤル ／ オフセット ダイヤル 
ダイヤルにマウスポインタを合わせてマウスホイールを回すことで、周波数を変更できます。 
オフセット受信時は、オフセット ダイヤル(Offset)が表示され、同じくマウスホイールで調整できます。 

 

　マウスホイールの動きに対する周波数の変化量は、STEP(周波数ステップ)の設定によります。 

ツールバー：次面をごらんください 
● スペクトル ウインドウ 
　スペクトルをリアルタイムに表示します。 
中央が受信周波数、スパンは1MHz 
左クリック  ：クリックした周波数に受信周波数を変更します。 
右クリック  ：オフセット受信モードに入り、クリックした周波数を 

 　オフセット周波数に設定し、青色縦線で表示します。 
 （オフセット周波数がスパン範囲内の場合のみ表示します。） 

マウスホイール ：ウインドウ内にマウスポインタを合わせて、マウスホイール 
 　を回すことで、周波数を変更します。 

  （周波数の変化は、STEP(周波数ステップ)の設定によります。） 

● サーチ ボックス 
　ここに入力した文字列で、左の「Column」欄で選択した項目をインクリメ
ンタルサーチし、該当するもののみを下にリスト表示します。 
大文字／小文字は別の文字列として扱います。 

● リストの基本操作 
左クリック  ：行を選択します。 
左ダブルクリック  ：項目を実行します。 
左クリック長押し  ：項目を編集可能にします。 
右クリック  ：その行を対象にサブメニューを表示します。 
  （行の編集、新規追加、削除など、タブごとに異なります。） 
キーボード p キー  ：上の行の項目を受信周波数に設定します。 
キーボード n キー  ：下の行の項目を受信周波数に設定します。 
キーボード + キー  ：上の行の項目をオフセット周波数に設定します。 
キーボード - キー  ：下の行の項目をオフセット周波数に設定します。 

● Memory タブ 
登録したメモリチャンネルを表示、受信、登録、編集、削除ができま
す。2000チャンネルまで。 
● Memory Group タブ 
各メモリバンクリンクに次の設定値を登録、編集、削除ができます。 
•ディレイ時間(信号なくなってから、この時間後にスキャンを再開) 
•フリー時間(信号検出が継続してても、この時間後にスキャンを再開) 
•バンクリンクの有効／無効、編集 
● Memory Bank Title タブ 
メモリバンクのタイトルを表示、登録、編集、削除ができます。40
メモリバンクまで。 
● Search Bank タブ 
サーチバンクを表示、登録、編集、削除できます。 
各々に周波数範囲、周波数ステップ、復調モード、RFアンプとアッ
テネータを設定できます。40サーチバンクまで。。 

● Database タブ 
データベースの内容を表示できます。 
周波数、復調モード、テキストをCSV形式ファイルから読
み込むことができます。 
該当の周波数を受信するとき、登録テキストがメインコン
トロールウインドウに表示されます。 
● Schedule タブ 
スキャン、サーチ、VFO受信、録音など複数のイベントを
指定時刻に行うようにプログラムできます。 
● Recording タブ 
WAV形式ファイルに録音した結果を表示できます。（ライ
ン出力をPCのサウンドカードのライン入力に接続必要） 
● Antenna  Setting タブ 
周波数に応じて使用するアンテナの選択をプログラムでき
ます。 

注：本説明は、ホイール付２ボタンマウスを使用しての操作です。マウスを使用しない（タッチパッド、トラックパッド、グライドパッド等のみ使用の）構成でご使用の場合は動作が多少異なりますのでご注意願います。 
ご参考：ホイール付きマウスの代わりに、タッチ ジェスチャ対応のタッチパッドをお使いの場合は、タッチパッドが使用できる状態で、タッチパッドの表面を２本の指をそろえて前後に動かす（縦スクロール）動作などの方法で、マウスホイールを回す動作と同様の操作が可能な場合があります。 

詳しくはお使いのPCの取扱説明書等をご参照ください。 

● ソフトウェアの終了 
　このソフトウェアを終了する場合は、[File]-[Exit]メニューの選択（または 
本ウインドウ* 右上の 閉じる　　ボタンをクリック）してください。 

 (* Main Control ウインドウの 閉じる ボタンのクリックでも終了できます) 

▶ コントロールソフトウェアの起動 
　PCにインストールしたコントロールソフトウェア「AR2300ControlSoft」
のアイコンをダブルクリックして起動してください。 

AR2300 コントロールソフトウェア操作チャート（１） 
取扱説明書・ヘルプを必ずお読みいただき、本チャートをご利用ください。 

「Main Control」ウインドウ 

「メイン」ウインドウ 

■ 本ソフトのインストールについて 
付属のCDに収録されている 「AR2300 CONTROL SOFT」フォルダをご使用のパソコン
の適切な場所にフォルダごとコピーしてください。 
（Program Files フォルダなどセキュリティ制限のある場所は避けてください。） 
⇒ こんなときには 
○「Receiver not found」もしくは「No Connect」表示 
ソフトが受信機との接続に失敗していることを示します。 
受信機とのケーブル接続、受信機の主電源オンを確認ください。複数のUSB接続機器をお使いの場合は、 
他をすべて抜いてみて、再度ソフトを起動してください。 

● ヘルプは「メイン」ウインドウの [Help]-[Help]メニューから開いてください。 
● ヘルプ記述中の「AR2300」は、お使いの受信機名に読み替えてください。 
● ヘルプが開かない場合は、このソフトと同じフォルダ内のヘルプファイルのアイコン(右図) 
をダブルクリックして「セキュリティの警告」画面が開いた場合に「このファイルであれば常
に確認する」のチェックを外してから、[開く(O)]ボタンをクリックしてください。以後は
「Help」メニューから開くようになります。 

受信機との接続に使用する COM番号が自動検出できない場合があります。 
「メイン」ウインドウの[File]-[Select Device]メニューから開いたウインドウ内の「Detect」欄に数字が表示されていれば、
使用するCOM番号を選択(または、COM番号を数字で入力) して[OK]ボタンをクリックしてください。 

AR5001D  AR6000共通 

● Search Pass タブ 
　バンクサーチ中に登録したサーチパス周波数を表示します。各
登録項目は、有効／無効、削除ができます。サーチバンク毎に
30のパス周波数まで。 
● Search Group タブ 
各サーチバンクリンクに次の設定値を登録、編集、削除ができ
ます。 
•ディレイ時間(信号がなくなってから、この時間後にサーチを
再開) 
•フリー時間(信号検出が継続していても、この時間後にサーチ
を再開) 
•バンクリンクの有効／無効、編集 
● Log タブ 
サーチ、スキャンの検出結果(周波数、タイムスタンプ、信号強
度、復調モード、RFアンプとアッテネータ、検出回数など)を
表示、メモリチャンネルへの登録ができます。 

<-------  アバウト画面を表示 
<-------  ヘルプファイルを表示 

<-------  オプション画面を表示 
　<----  PCのライン入力選択画面を表示 

<-------  ツーツバーを表示 
<-------  ステータスバーを表示 

ステータスバー 
<-------  受信機の電源をオン 
<-------  受信機の電源をオフ 

<-------------------  Ctrl1 (Sメーター) ウインドウを表示 
  <--  Ctrl1 (モードなど)ウインドウを表示 

<-------------------  Ctrl3 (AF、RF、SQLなど)ウインドウを表示 
<-------------------  Ctrl4 (FFT表示)ウインドウを表示 
<-------------------  Ctrl5 (オプションなど)ウインドウを表示 
<-------------------  Ctrl6 (周波数入力)ウインドウを表示 

<-------------------  スペクトルウインドウでスペクトル表示する 
<-------------------  スペクトルウインドウでウォーターフォール表示する 

<-------------------  ウインドウを整列表示する 
<-------------------  Ctrl1～6のウインドウサイズを初期値に戻す 

● メニューの操作 

<-----------------------   新規の設定ファイル(untitle.arc)を作成する 
<----------------------  既存の設定ファイルを開く 
<-----------------------  現在の設定内容を設定ファイルに保存する 
<-------------------------------  任意のファイル名の設定ファイルに保存する 

<-------------------------------  受信機と接続するCOMポートを検索する 

<-------------------------------  受信機のSDカードの操作ウインドウを表示する 

 <-----------------------------  サーチ、スキャンの検出結果を書き出す 
 <-----------------------------  サーチ、スキャンの検出結果ファイル内容を登録する 

  <------------------------  データベースの内容を書き出す 
  <------------------------  データベースにファイル内容を登録する 

  <------------------------  メモリチャンネルの内容を書き出す 
  <------------------------  メモリチャンネルにファイル内容を登録する 

  <-------------------  メモリチャンネルの内容を受信機に送る•終了する 
  <-------------------  バックアップファイル内容を受信機に送る•終了する 

  <-----------  受信機のSDカードのクローンファイルを受信機に送る 
<-------------------------------  このソフトウェアを終了する 



ウォーターフォール表示は、時間の経過に伴う信号強度の変化を示
します。色は信号の振幅に応じて変化します。 
 
スペクトル表示は、指定の周波数範囲や受信周波数の状態を視覚的
に確認することができます。 
 
Sメーターは受信信号強度をデシベル(dB)で表示します。 
ウインドウ内をクリックするつど、単位 dBm ⇔ dBu(dBuV)を切
替えます。 

● ウォーターフォール 
 
 
● スペクトル 
 
 
● Ctrl1 (Sメーター) 
 
 
 
 
 
 
● Ctrl2 (モードなど) 
 

● VFO 
受信周波数、ステップ、アッテネータなどの状態を保持したVFO
モードに入ります。ボタンをクリックするつど、4つのVFOモード
(VFO-A～D)を切り替えます。 
● SEARCH 
あらかじめ設定した周波数範囲を指定の周波数ステップで信号のあ
る周波数を探すサーチモードに入ります。ボタンをクリックするつ
ど、次のサーチバンクに切り替えます。 
● SCAN 
メモリバンクに登録した周波数から信号のある周波数を探すスキャ
ンを開始します。ボタンをクリックするつど、次のメモリバンクに
切り替えます。 
● S.SCAN 
セレクトメモリ設定されたチャンネルから信号のある周波数を探す
セレクトスキャンを開始します。40メモリバンク、100セレクトス
キャンチャンネルまで設定できます。 
● L.SCAN 
現在、MEMORYタブに表示しているチャンネルから信号のある周
波数を探すリストスキャンを開始します。サーチボックスで検索す
ると検索結果のチャンネルからスキャンできます。 
● MONI 
クリックすると一時的にスケルチを0(オープン)にします。これによ
り信号レベルに関わらず音やノイズが聞こえます。もう一度クリッ
クすると、以前のスケルチレベルに戻ります。 
● +MEM 
現在受信中の周波数をメモリチャンネルに登録します。バンク、
チャンネル、モード、アンテナ、RFアンプとアッテネータの設定を
含みます。 
● +PASS 
スキャンまたはサーチで、受信中にこのボタンをクリックすること
で、その周波数をサーチパス周波数として登録します。 
● OFFSET 
オフセット周波数は、キーボード入力してスペースバー(空白キー)
で有効になり、メイン周波数と同時に受信できます。オフセット ダ
イヤルでオフセット周波数を調整するには、このボタンをクリック
します。再度クリックすると、もとのメイン周波数のみに戻ります。
IFフィルタ100kHz未満の場合に使用でき、メイン周波数の
±5MHzの範囲で設定できます。 
● DUAL 
クリックで、25MHz未満と25MHz以上のバンドは同時に受信で
きるデュアルバンド受信モードになります。音量バランスは、Main 
Controlバネルの３桁のAF表示を左クリックして設定できます。 
● CYBER（AR5001D/AR6000のみ） 
クリックで、CYBER SEAECHが始まります。 
● Antenna 
[PRG]ボタンで、あらかじめ Antenna Settingタブでプログラム
されたとおりにアンテナ１～２を自動的に切り替えます。 
[1] [2]ボタンで、手動で選ぶこともできます。 
([3] [4]ボタンはオプションのアンテナ切替器で使用できます。) 
● Mode (Auto IF Band) / Mode 
[AUTO]ボタンで、受信周波数に応じて復調モードとIFフィルタバ
ンド幅が自動設定されます。その他の「Auto IF Band」内のボタ
ンでは、その復調モードへの切替と同時にIFフィルタバンド幅が自
動設定されます。「Mode」のボタンは、復調モードのみを選択す
るため、IFフィルタバンド幅は手動で選択してください。 

● デュアルバンド受信 
 
● オフセット受信 
 

クリックで、デュアルバンド受信モードになります。25MHz未満
と25MHz以上のバンドを同時に受信します。 

● Ctrl4 (FFT表示) 

● Ctrl6 (周波数入力) 
 

● Ctrl5  
(オプションなど) 

現在のメモリチャンネルやデータベースなどの登録とソフトウェ
アの設定をファイルに保存します。 
メモリチャンネルなどの登録変更やソフトウェアの設定を変更さ
れた場合は、クリックして保存してください。 

● Step 
青色のメインダイヤルやキーボードの[←][→]矢印キーの操作で受
信周波数を変更する時の周波数の変化量を設定します。 
● AF Gain 
スピーカとヘッドホンの音量をスライダーで調節します。 
● Attenuator and RF Amp. 
RFアンプ：ON / OFFとアッテネータ:0, -10, -20dB、もしくは、
AUTOから、スライダで選択します。 
選択状態は、Main Controlウインドウの表示で確認ください。 
● AGC 
AGC機能は、フェージングなどで受信信号強度が変化していても
音量を一定に保つように受信部のゲインを自動調節します。時定数
の異なる [Fast][Mid][Slow]と、AGCレベルをスライダで調節す
る[MANUAL]から選択します。 
● SQL(レベルスケルチ) 
レベルスケルチのしきい値をスライダで調節します。スケルチは、
信号を受信していないときにスピーカからのノイズ音を抑止します。 
● Voice SQL(ボイススケルチ) 
ボイススケルチは、音声信号を受信した時だけ受信音が聞こえる
(スケルチを開く)機能です。チェックボックスがONで有効、Level
で感度、Delayでスケルチが開くまでの遅延時間をスライダで調節
します。 
● IF Band 
10段階のIFバンド幅フィルタからスライダで選択します。 
設定値は、Main Controlウインドウの表示で確認ください。 
● IF Shift 
IFシフトは混信を避けるためにIF通過バンドの中心周波数を
±1200Hzの範囲でシフトします。 
設定値は、Main Controlウインドウの表示で確認ください。 

● Span 
スペクトル表示のバンド幅を 0.8MHz ～10MHzで調整します。
設定値はスペクトル表示の左上の表示で確認ください。 
● Calc 
スペクトルの最大値、または、平均値を計算して表示します。 
MAX(最大値)：スイープごとに計算してスクリーンに表示します. 
AVR(平均値)：計算期間の信号を平均化するため、信号の変化に対
して安定したパターンを表示します。 
● Peaks 
リアルタイムに、表示中のスペクトルの中の最も強い信号を見つけ
る機能です。 
「No. of Peaks」： 表示するピーク数を最大10まで指定できま
す。非表示には0を指定。 
「Threshold Level」：スライダーでしきい値を設定できます。 
 [MAX]ボタンはスペクトル内の最も強い信号、[LEFT][RIGHT]
ボタンは、設定したしきい値を超える左または右となりのピーク周
波数に移動します。 
「Move Offset Frequency」チェックボックスをチェックする
ことで、オフセット受信でオフセット周波数がピークに応じて移動
します。 
● Water Fall Speed 
スライダで、ウォーターフォール表示の移動速度を調整できます。 
● Water Fall Color 
スライダで、ウォーターフォール表示の信号強度(-30～-110dBの
範囲)に対する表示色を調整できます。 

周波数を入力するには、テンキーの数字ボタンをクリックして数
値を入力し、[kHz]または[MHz]ボタンをクリックして有効にな
ります。 
入力の途中で最後に入力した数字を取り消すには、[CLR]ボタン
をクリックします。 

● CTCSS(トーンスケルチ) 
CTCSSトーン周波数を60～254.1Hzから選択します。 
音声信号に選択したトーンを受信したときのみスケルチが開きま
す。 
● DCS(ディジタルコードスケルチ) 
DCSコードを017～754(または all)から選択します。 
選択したコードを受信したときのみスケルチが開きます。 
● CW Pitch(CWピッチ) 
CWピッチを300～1100Hz(50Hzステップ)から選択します。
モードがCWの場合のみ有効です。 
● Auto Notch(オートノッチ) 
ビート音やキャリア信号などを周波数が変動していても自動的に
減衰させる機能です。感度を３段階から選べます。 
● De-emphasis (デ•エンファシス) 
S/N比を改善するため、高音域の振幅を抑制します。モードが
WFMとFMの場合のみ有効。初期値：50μsec 
● Noise Reduction(ノイズリダクション) 
バックグラウンドノイズを低減して信号を浮かび上がらせますが、
音声信号をマスクしてしまうこともあります。了解度が最良にな
るように設定してください。 
● NB(ノイズブランカ) 
パルス性雑音を除去します。 
大気雑音など自然雑音には効果ありません。 
● AFC 
受信周波数が受信信号の中心からずれている場合に自動的に同調
する機能です。 
● DTMF 
DTMFトーンが送信されていた場合にデコードした文字、数字、
記号をMain Controlウインドウに表示します。 
● Voice Scrambler(秘話反転) 
秘話反転音声をデコードします。キャリア周波数は 2kHz～
7kHzの範囲で [SETTING]-[OPTION]メニューで設定します。 
● Presel(RF プリセレクション フィルタ) 
受信回路の前段に挿入するフィルタは、目的のバンド外の強い信
号による受信信号の抑圧を防ぐ効果があります。25MHz未満で
使用できます。 
● Video(ビデオ出力設定) 
リアパネルのVIDEO OUT端子へのビデオ出力を有効にします。
アナログビデオ信号のみデコード・表示できます。送信側のビデ
オ規格に適合するビデオディスプレイを接続する必要があります。 
● Video IF Direction(ビデオ映像信号反転) 
ビデオの映像信号を反転します。アナログ ワイヤレスカメラの映
像信号を受信する際に反転することで受像できる場合があります。 
● Line-in(Auto Recording)(自動録音) 
チェックをつけると、実際に信号を受信したときに音声録音を開
始します。このプログラムと同じフォルダにWAV形式ファイルで
保存します。（ライン出力をPCのサウンドカードのライン入力に
接続必要） 
（SDカードに録音するには、[File]-[SD Card]メニューへ） 

取扱説明書・ヘルプを必ずお読みいただき、本チャートをご利用ください。 

クリックで、オフセット受信周波数を調整できるようになります。
再度クリックするとメイン周波数に戻ります。IFフィルタ100kHz
未満の場合に使用でき、メイン周波数の±5MHzの範囲で設定でき
ます。 
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AR2300 コントロールソフトウェア操作チャート（２） 
AR5001D  AR6000共通 

● Ctrl3 
　(AF, RF, SQLなど) 

● 設定保存 

• [Setting]-[Option]メニュー 
　(オプション) 

● Area（地域設定） 
USA、JAPAN、EUROPEの中から選択することで、AUTO
モードが選択した地域のバンドプランに対応します。 
● Initialize Receiver 
この操作はすべてのメモリ内容等を工場出荷時状態にリセットし
ます。（注意：すべてのメモリ内容は消去されます。） 
● Sleep Timer 
[レ] Run にチェックをつけて、受信機の電源が切れるまでの時
間（分単位、1～99）を入力します。（PCの時計により 、[OK]
ボタンを押してからの時刻で判定します。） 
● Priority Operation 
プライオリティチャンネルのインターバル時間を変更できます。 
● Squelch Hysteresis 
スケルチのヒステリスの深さを設定変更できます。 
● PLL State 
PLLの動作モードを表示しています。 
● Ver. 
受信機のファームウェア バージョンを表示しています。 
● Create Clone File to SD Card 
[Start]ボタンを押すと、受信機に挿入したSDカードにクローン
ファイルを保存します。（ファイル作成中は、数十秒間にわたり
スペクトル等の表示が一時停止し、操作ができません。） 

• [File]-[SD Card]メニュー　(SDカード) ● [DELETE]ボタン（選択したファイルを削除） 
左の枠内に表示したファイル一覧からひとつのファ
イルを削除したい時に、そのファイルを選択してこ
のボタンを押します。次に開く確認画面で[OK]ボタ
ンを押すとただちに削除します。（注意：このファ
イル削除動作は取消しできません。） 
● [ ● ]ボタン（録音） 
受信機に挿入したSDカードに受信音を録音するとき
にこのボタンを押します。（ファイル名は自動でつ
けられます。数字8文字、拡張子 WAV） 
スケルチが開いている間の受信音のみ録音するには
[レ] SQL Skip にチェックをつけてから、このボタ
ンを押します。（スケルチが閉じている間は、録音が
一時停止し、録音ファイルが大きくなりません。） 
● [ ▶ ]ボタン（再生） 
SDカードにある録音データ(ファイル拡張子 WAV)
を再生するときに、目的のファイルを選択してこの
ボタンを押します。再生音声は受信機から出力され
ます。 
● [ ■ ]ボタン（停止） 
録音または再生を終了するときに、このボタンを押
します。 

● [Update]ボタン(ファイル一覧を最新に更新) 
このボタンを押すと、受信機に挿入したSDカー
ドに保存されているファイル一覧を左の枠内に表
示します。（SDカードへの録音中やSDカードに
保存されている録音ファイルの再生中は動作しま
せん。）（英数文字以外の文字によるファイル名
は正しく表示できない場合があります。） 

注意：受信機にSDカードが挿入されてい
ないとき[Delete] [ ● ] [ ▶ ]ボタンなど
は、操作できません。 


